
第 9 回 UNESCO ユースセミナー 

日時；2024 年 10 月 19 日～20 日（1 泊 2 日） 

場所；国立オリンピック記念青少年総合センター（渋谷区） 

参加者；3 年生 2 名、2 年生 1 名（合計 3 名） 

主催；東海大学（https://www.u-tokai.ac.jp/ud-global-studies/news/2197/） 

※上記 URL は大会閉会後リンクが切れる可能性があります。  

 

今年度のテーマ「ジェンダー公平」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.u-tokai.ac.jp/ud-global-studies/news/2197/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリジナル T シャツの作成 

今回のスケジュール 初日の午後 

各ブースでのスタンプラリー形式のジェンダー教育 

夕食はセンターのレストラン

でビュッフェ形式でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加した有馬高校生へのインタビュー】 

Q１ 参加したきっかけは何ですか？ 

 

A1 このセミナーを通して、たくさんのことを学びたいと思ったから  

A2 大学で心理学を学ぶので勉強になるかなと思ったから 

A3 学校のクラスで配られたプリントで今回のイベントを知って、ジェンダーについて  

より詳しく学びたいと思ったから 

ユネスコ本部でジェンダー教育問題について担当されている方からの講義 

2 日目の午後 

それぞれの想いを絵画で表現 

グループごとの作品や、全体の作品を

思いのままに、自由に 



Q２ 参加してよかったことは何ですか？ 

A1 様々なことを学べたり自分が行く大学の先輩たちともお話出来たりして、友達も作れて  

とても楽しかった！！ 

A2 多様性について知らなかった知識をつけることが出来た  

A3 同棲愛の話をより詳しく知れて、同棲愛者の友達とももっと仲良くなれるのではないか  

とも思いました 

 

Q3 困ったことはありましたか？ 

A1 様々な国籍の方と話して、言語の違いがやっぱり難しいなーと思った 

A2 1 人だったら困ることが多いかなと思った。応募するなら友達と！ 

A3 特にありません 

 

Q4 その他何かあればどうぞ 

A1 とっても楽しかったです^_^︎^_^︎^_^ありがとうございましたー！！ 

A2 たのしかった 

 

 

 

 

 

今回参加した生徒は自主的に参加してくれました。参加の理由も、自身の将

来、子どもの心理関係の大学に行きたいから、といった理由もあり、とってもよ

い前向きな気持ちを教えてくれました。 

私自身も本イベントは初参加だったので、最初雰囲気に圧倒されましたが、有

馬の生徒はみんな友達作りがうまくて、すぐに他校の参加者と仲良くなって、一

緒にワークショップに参加したり、お菓子食べたり、とっても充実した表情を見

せてくれました。夕食後もジェンダーについての講義やワークショップがあり、

翌日午後の絵画製作はなかなか凄くて、大学生や他県の高校生、大学関係者、ユ

ネスコ関係者の多くの人と交流がもてて、自分自身の視野や活動の幅が広がった

感じがしました。 

今回の企画運営は東海大学の学生ボランティアさんが中心となり、文科省等関

係各所に調整連絡をしていただき実施できました。 


